
Ⅰ はじめに

「個別の教育支援計画」は，障害のある児童生徒

の一人一人のニーズを正確に把握し，保護者をはじ

めとして教育，医療，福祉，労働等の関係諸機関が

連携して支援するためのツール（道具）である。ま

た，「個別の指導計画」は，児童生徒の実態に応じ

て適切な指導を行うために学校園で作成されるもの

で，一人一人の指導目標・内容・方法を明確にし，

きめ細かく指導するための計画である。

2008年 3 月に告示された小学校・中学校学習指

導要領や幼稚園教育要領において，障害のある幼児

児童生徒の指導においては，「個別の教育支援計画」

「個別の指導計画」を作成することにより，個々の

状態などに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画

的・組織的に行うことが明記された。2009年 3 月

に告示された高等学校学習指導要領においても同様

である。文部科学省（2007年）による「特別支援

教育を推進するための体制整備及び必要な取り組み」

でも，「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」に

ついて作成と活用が明記されている。

このように「個別の教育支援計画」は法的に位置

づけられ，作成が当たり前になっており，幼小中高

校における「個別の教育支援計画」「個別の指導計

画」の作成率は年々高くなってはいる（文部科学省,

2013）が，まだ十分とはいえない。関係機関との

連携の難しさ，校内連携・役割分担の難しさ，保護

者の参画の難しさなどの課題を挙げている先行研究

もみられる（広島県特別支援学校教育研究会，2008）。

また，小坂・姉崎ら（2011）によると，「両計画の

意義や重要性は認識されているが十分に活用されて

いない現状があり，保護者との連携や関係機関との

連携についての関心が低い」ことが報告されている。

他にも，小学校等の現場では，「明確かつ具体的な

計画が作成されにくく実践に活用されにくい，関係

機関との連携のための経験やスキルが不足している，

関心が低い」等の事情が指摘されており（小坂ら，

2011），まだまだ実践や検討が重ねられているとこ

ろである。

そのために，「今後関係諸機関を巻き込んで幅広

く啓発し，情報提供を地域・保護者・関係諸機関に

発信していく必要」（山口，2013）があり，「個別の教

育支援計画」が有効的に活用されることが望まれる。

弘前大学教育学部附属特別支援学校では，「活用マ

ニュアルを『理論編』『事例編』『面接編』と章立て

し，その重要性を冊子にまとめ職員が活用できるよ

うに整備」して，発信している（山口，2013）。

「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」の
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様式は各校によってそれぞれ若干異なるが，目的や

大まかな内容は共通している。また，記入例などは

各都道府県の教育委員会などを中心に例示されてい

る。しかしながら，「個別の教育支援計画」の目標

がどのようにアセスメントから設定され，内容が実

際にどのように実施され，どのように評価されてい

るのかについての，具体的な実際の記入例やつなが

りを示したマニュアル的な内容はほとんどない。

そこで，山口（2013）が指摘するように「個別の

教育支援計画の活用・連携を軸に，様々な教育活動

を通して，地域における特別支援教育体制の在り方

の追究」と発信をしていく必要があると考えた。前

述した通り，様式が学校によって異なるなどの問題

はあろう。しかしながら，今回は，小学校や中学校の

現場における一助になるとともに，特別支援教育体

制の在り方の追究と発信につながる基礎資料とする

ために，知的障害のある児童生徒が在籍する富山大

学人間発達科学部附属特別支援学校を対象校として

取り上げ，効果的な「個別の教育支援計画」と「個

別の指導計画」の作成と活用の在り方を追究する。

Ⅱ 富山大学人間発達科学部附属特別支援学

校における「個別の教育支援計画」「個別の指

導計画」活用の実際

対象校では，保護者や関係機関との連携のため，

そして，現在の学校や地域での支援，また，長期に

渡る一貫した支援を継続して行うために，アセスメ

ントから評価に至るまでの情報をまとめてマニュア

ル化して活用している。このマニュアル，プランを

「富大附特プラン（通称TOFUプラン）」とよんで

いる。「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」

もこのTOFUプランに含まれており，一人一人の

児童生徒に関する教育活動が全て含まれることから，

富山大学人間発達科学部附属特別支援学校では，

TOFUプランをキャリア教育を支える重要な計画

であると考えている。次にTOFUプランの詳細を

述べる。

（１）TOFUプランについて

TOFUプランは，大きく次の3つの内容で構成

されている。

A 学習活動に関する資料

B実態把握のための資料

C進路に関する資料

それらの具体的な内容について，表1に示す。

「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」は

「A 学習活動に関する資料」に位置付けている。

「個別の教育支援計画」の目標立案においては，「B

実態把握のための資料」の「すこやか」（※資料1

参照）や「C進路に関する資料」の「ライフプラン」

（※資料2参照）や「進路希望調査」（※資料3参

照）などをアセスメント情報として参考にしている。

（２）「個別の教育支援計画」の目標立案から評

価までの流れについて

「個別の教育支援計画」の様式を図1に示す。様

式は富山県での共通様式であるが，富山大学人間発

達科学部附属特別支援学校では，後述する①労働，

②生活，③余暇という3つの視点から支援目標を
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表1 TOFUプランの内容



立案するようにしているところが特徴である。

また，「個別の教育支援計画」の目標立案から評

価までの流れについては次の通りである。

・まず，アセスメント情報から本人と保護者の願い

として将来についての希望を把握する。

・児童生徒が主体的に社会の中で生きていくために，

①労働，②生活，③余暇という3つの視点から，

3年後に達成させたい支援目標を立案する。

・3年後に達成させたい支援目標から1年次，2年

次それぞれの目標を具体的に設定する。

・さらに，支援機関における支援目標を具体的に立

案する。

・年度の初めには，保護者を含めた支援者と目標を

話し合い，共有して進める。年度末には，保護者

を含めた支援者と評価を行う。

これらの流れを図2に示す。

（３）「個別の指導計画」について

「個別の教育支援計画」の「教育」における目標

を基に，各教科等の指導，各教科等を合わせた指導

において，①労働②生活③余暇から下ろした目標を

立案する。図3は，③余暇に関する目標が，教科の

国語に下りた場合の記入例である。その評価は成績

表である学習連絡簿とリンクするようになっている。

また，作成から評価まで，「個別の教育支援計画」

と「個別の指導計画」を効果的そして計画的に活用

していくためのタイムスケジュールを図4に示す。

特別支援学校における「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の活用に関する一考察

―205―

図1「個別の教育支援計画」様式

図2 個別の教育支援計画について

図3「個別の指導計画」記入例

図4「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」
タイムスケジュール



目標の立案時や指導経過の確認時，評価時には，

教員間で全ての児童生徒について検討し，共通理解

を図ることになっている。このような，計画→実践

→評価→改善を繰り返し，効果的な活用へとつなげ

ている。

Ⅲ「個別の教育支援計画」と「個別の指導計

画」活用例 その１ ～家庭との連携～

ここで，実際にTOFUプランを活用した取組に

ついて述べる

（１）対象生徒

高等部1年男子

（２）実態把握から目標設定まで

対象生徒の実態を，実態の把握のための資料であ

る「すこやか」から抜粋して示す。

表2は「すこやか」の「身の回りに関すること」

に関する項目で，高等部1年生の4月（平成X年4

月）に保護者が本人の実態（できている項目）と課

題（目標に挙げたい項目）にそれぞれ丸印を付けた

内容である。男子高校生としてひげそりなどが目標

として挙げられている。

同様に，「自己管理」に関する項目を表3に示す。

そこでは，お金を管理するという点に課題が挙げら

れている。

このように「すこやか」から挙がった実態や課題

と，他の引き継ぎ資料，個別懇談会での話し合いな

どから，「個別の教育支援計画」と「個別の指導計

画」の目標を立案することとなる。

前述したように，富山大学人間発達科学部附属特

別支援学校では，①労働，②生活，③余暇という3

つの視点で支援目標を立案している。ここでは，そ

の3つの視点のうち，②生活，の目標についての

つながりをみることとする。

図5は，対象生徒の「個別の教育支援計画」の3

年間の目標（※1）と，3年間の目標から下りた１

年次の生活の目標（※2），そしてさらに教育に下

ろした目標（※ 3）を矢印で示したものである。

「すこやか」であげられた課題（洗顔フォームでの

洗顔やT字かみそりを使用したひげそり，お金の

管理など）が，1年間で達成可能な具体的な目標と

して立案されていることが分かる。

さらに「個別の教育支援計画」の教育における目

標から「個別の指導計画」の目標に下していく。

「個別の指導計画」では，「日常生活の指導」や

「生活単元学習」の指導場面での目標としてより具

体的に挙げられている。（図6）
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表2「すこやか」＜清潔に関すること＞ 平成X年4月

表3「すこやか」＜自己管理に関すること＞ 平成X年4月

図5「個別の教育支援計画」における目標のつながり



（３）学校における授業実践

①期間：平成X年4月～翌年3月

②経過：図6にあげられた目標に対して，日常生

活の指導や生活単元学習の時間にそれぞれ実践した。

・学校において「日常生活の指導」にT字かみそ

りの使い方の学習を行った。生活お助けブック

（図7）等を使って学習を進め，学校での学習内

容を家庭においても生かすことができるようにし

た。

・「生活単元学習」の時間に金銭管理や銀行で実際

に通帳を作る学習を行った。図8の年間指導計

画に示す通り，この学習は生活単元学習の年間指

導計画にも位置付いている。（図8太枠内）

・生活お助けブック（図7）等を使って学習を進め，

学校での学習内容を家庭においても生かすことが

できるようにした。

（４）保護者との連携による家庭での実践

学校の学習で使用した『生活お助けブック』（図

7）を家庭に持ち帰り活用した。学校での実践を受

けて本人が家庭でも自分で理解して使用し，家庭で

の実践につながった。加えて，保護者が学習の意味

を理解し，本人に対する支援を行う有効な手段となっ

た。

特別支援学校における「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の活用に関する一考察
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図6「個別の指導計画」における目標

目標②：手順表などの手掛かりを確認しながら，

洗顔フォームを用いての洗顔や，制汗スプレーを

用いての汗の始末，T字かみそりを用いてのひげ

そりなど，身だしなみを整えることができる

図7「生活お助けブック」と学習プリント

図8 年間指導計画

目標②：銀行で口座を作り，お金の預金，出金の

仕方やATMの使い方について知り，自分のお小

遣いを貯金したり，出金したりすることができる



（５）評価と次年度の目標設定

1年間の実践をうけて，年度末には保護者と一緒

に評価を行い，「個別の教育支援計画」の評価と課

題は次のように記入された。

このことから，「個別の教育支援計画」の1年次

に挙げた目標が達成したといえる。また，評価とと

もに，次の課題（新しい下着や靴下の買い替えにつ

いて）についても新たにあげられた。

平成X＋1年4月時点の「すこやか」を表4に

示す。1年前に目標に挙げていたT字かみそりを

使ったひげそりや，洗顔フォームを使った洗顔に丸

印がつき，できることが増えたことが分かる。

お金の管理についても同様の結果となっている。

（表5）

これらの評価と課題をもとに，次年度の目標設定

を行うことになる。

対象生徒の次年度の「個別の教育支援計画」と

「個別の指導計画」の目標を図9に示す。1年次の

「個別の教育支援計画」で挙げられた課題（下着や

靴下の買い替えについて）や「すこやか」で挙げら

れた新しい課題が2年次の「個別の教育支援計画」

と「個別の指導計画」の目標となっていることが分

かる。

Ⅳ「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」

活用例その２ ～外部との連携～

他機関とも同様に連携を図ることができる。外部

の専門家や医療機関，福祉機関との連携について，

「個別の教育支援計画」に挙げられた目標例を 図

10，11，12に示す。

これらの目標は前述の「TOFUプラン」の「B実
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評価と課題：洗顔フォームを用いての洗顔や汗拭

きシートや制汗スプレーを用いての汗の始末，T

字かみそりを使用してのひげそりなど，身だしな

みを整えることができた。身だしなみを整えるた

めには，歯ブラシやT字かみそりを定期的に交

換する必要性に気付き，チャレンジ給料で購入し

て交換することもできた。

今後は，破れや汚れなど，下着や靴下などの身

だしなみにも気を遣い，自分で購入することも含

めて支援を行うとよい。

評価と課題：金銭の管理では，お金の大切さが分

かり，収入や支出の都度，小遣い帳に記入したり，

何か欲しいものができたときのことを考えて，無

駄遣いせずに貯金したりすることができた。今年

度，授業において通帳を作り，ATMを操作して

チャレンジ給料やお年玉の預金や出金を行った。

（省略）

表4「すこやか」＜清潔に関すること＞ 平成X＋1年4月

表5「すこやか」＜自己管理に関すること＞ 平成X＋1年4月

図9 次年度の「個別の教育支援計画」と「個別の
指導計画」の目標



態把握のための資料」として挙げた「すこやか」や

「保健調査票」「保護者との懇談」などをもとにして

設定された目標である。

（１）理学療法士との連携

「TOFUプラン」の「すこやか」と「保護者との

懇談」から，身体の動かし方や姿勢に課題がみられ

た生徒は，「個別の教育支援計画」の「③余暇」の

目標として「一人又は家族と一緒にストレッチなど

の運動に取り組むことができる」目標が設定された。

学校においては「教師と一緒にストレッチを行うこ

とができる」，家庭では「保護者に依頼をしてスト

レッチをしたり，一人でiPadで運動をしたりする

ことができる」という目標がそれぞれ挙げられた。

この「個別の教育支援計画」の目標を受けて「個別

の指導計画」では，日常生活の指導として「教師に

身体の一部分を支えてもらいながら，毎朝10分間

のストレッチ運動を行うことができる」の目標を設

定した。具体的な体の動かし方やストレッチ運動の

方法については，外部の専門家である理学療法士の

指導とアドバイスを受けて教育活動に活かした。理

学療法士からのアドバイスを受けて教師と一緒にス

トレッチ運動に取り組む様子を図13に示す。

理学療法士から受けたアドバイスは保護者に伝え，

家庭での実践にもつながるようにした。

理学療法士との連携は年間2～3回の来校を依

頼し，定期的にアドバイスを受けるなど連携の機会

を設定した。

図10は目標のみを示したものであるが，「TOFU

プラン」の「すこやか」と「保護者との懇談」から

挙げられた課題を「個別の教育支援計画」と「個別

の指導計画」の目標として設定し，学校・家庭・理

学療法士が連携することで，生徒の学校や家庭での

活動として定着するなどの成果が得られた。

（２）医療機関との連携

「TOFUプラン」の「保健調査票」と「すこやか」

から医療機関受診に課題がみられた児童は，「個別

の教育支援計画」の「②生活」の目標として「病院
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図10 外部の専門家（理学療法士）との連携

図11 医療機関との連携



では落ち着いて待合室で待ったり予防注射を受けた

りすることができる」目標が設定された。学校にお

いては「指示を聞き，静かに待ったり模擬注射を受

けたりして，予防注射の練習をすることができる」，

家庭では「約束ブックで約束を守ることができる」

という目標がそれぞれ挙げられた。また，医療機関

と連携して取り組む必要から医療機関において「約

束ブックを手がかりに落ち着いて待合室で待ったり

予防接種を受けたりすることができる」という目標

も挙げられた。「個別の教育支援計画」のこれらの

目標を受けて「個別の指導計画」では，自立活動の

指導として「10数える間，約束ブックを見ながら

椅子に座り，医者に扮した教師に腕を差し出し続け

ることができる」の目標を設定した。学校場面では

担任や養護教諭と一緒に模擬の待合室にて一定時間

を過ごしたり，保健室にて白衣を着用して医者に扮

した教師の模擬診察を受けたりする学習を行った。

その様子を家庭と医療機関に伝え，約束ブックを使

用すれば待合室で待つことや受診ができることを示

し，保護者自身が家庭や医療機関などの実際の場面

での活用につなげた。

医療機関との連携では，児童の実態や，学校や家

庭における実践内容と本人の様子，効果的な方法を

伝え，協力依頼を行いながらすすめた。

図11は目標と評価のみを簡単に示したものであ

るが，「TOFUプラン」の「保健調査票」と「すこ

やか」から挙げられた課題を「個別の教育支援計画」

と「個別の指導計画」の目標として設定し，学校・

家庭・医療機関が連携することで，児童が予防注射

を受けることや定期的な受診ができるようになると

いう成果が得られた。

（３）デイサービス機関との連携

「TOFUプラン」の「すこやか」と「保護者との

懇談」からデイサービス機関における友達との関わ

りに課題がみられた児童は，「個別の教育支援計画」

の「③余暇」の目標として「約束やマナーを守って

余暇施設やデイサービスを利用することができる」

目標が設定された。学校においては「余暇施設や公

共交通機関の利用の仕方を知り，マナー手帳を見て，

約束やマナーを守って活動することができる」，家

庭では「デイサービスでの過ごし方を約束したり，

マナー手帳で一緒に確認したりすることができる」

という目標がそれぞれ挙げられた。また，デイサー

ビス機関と連携して取り組む必要からデイサービス

機関において「約束やマナーを守ってデイサービス

を利用することができる」という目標も挙げられた。

「個別の教育支援計画」のこれらの目標を受けて

「個別の指導計画」では，生活単元学習の指導とし

て「友達との優しい話し方や遊び方をマナー手帳に
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図13 理学療法士のアドバイスを受けて，教師と
一緒にストレッチに取り組む様子

図12 児童デイサービスとの連携



記入し，必要なときにマナー手帳を見ながら，マナー

を守って活動することができる」の目標を設定した。

学校場面では，校外学習の事前学習を通して公共施

設の利用の仕方やマナーについての学習を行った。

また，学習した内容をマナー手帳に記入し，校外学

習当日や日常の学校生活場面でも活用した。その様

子を保護者とデイサービス機関の担当者に伝え，マ

ナー手帳を示して事前の約束をすることの大切さや，

事前の約束をすることでマナーを守ることができる

実態を伝えて，実践につなげた。

デイサービス機関との連携では，児童の実態や，

学校や家庭における実践内容と本人の様子，効果的

な方法を伝えながらすすめた。

図12は目標のみを示したものであるが，「TOFU

プラン」の「すこやか」と「保護者との懇談」から

挙げられた課題を「個別の教育支援計画」と「個別

の指導計画」の目標として設定し，学校で使用して

いるマナー手帳を保護者とデイサービス機関の担当

者も使用するなど，学校・家庭・デイサービス機関

が連携することで，児童が友達と仲良くする約束を

守って利用することができるようになる成果が得ら

れた。

これらの他にも，「①労働」の目標に対しては，

学校と家庭，そして福祉機関や労働機関と連携して

取り組んでいる。

Ⅴ まとめ

対象校である富山大学人間発達科学部附属特別支

援学校では，TOFUプランを活用することで一人

一人のニーズに対応した「個別の教育支援計画」を

作成し，「個別の指導計画」の目標へとつなげてい

る。「アセスメント→目標設定→実践→評価」の流

れや具体的な実際の記入例を示したマニュアル的な

内容であるTOFUプランの存在と活用の効果であ

ると考える。この流れに沿って行うことで，適切な

目標が設定され，効果的な実践を経て，学校や家庭

などでの生徒の変容につながったと考える。

また，TOFUプランを活用することで，目標立

案及び評価にあたって，教員間の共通理解を図るこ

とができ，目標から下りた学習活動及び適正な評価

を行うことができた。加えて，保護者や他機関の支

援者との共通理解も図ることができた。

今後は，効果的な活用につながる「アセスメント

→目標設定→実践→評価→改善」の流れと，関係機

関による支援会議を含む効果的な連携と連携システ

ムを構築し，地域における特別支援教育体制の在り

方を発信していくことが求められる。

そして，キャリア教育を支えるために活用したり

連携したりするためには，本人のニーズや「望む姿」

を把握して「個別の教育支援計画」に反映していく

教育者の姿勢と資質を高めることも今後の課題であ

ると考える。
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